
 

 

 

●エソメプラゾールカプセル２０mg   薬価 ：３７.８ 円/カプセル （先発品：ネキシウムカプセル） 

【 適 応 】 

効能・効果 10mg 20mg 

胃潰瘍、吻合部潰瘍、十二指腸潰瘍、Zollinger-Ellison症候群 〇 〇 

非びらん性胃食道逆流症 〇 × 

逆流性食道炎 〇 〇 

低用量アスピリン、非ステロイド性抗炎症薬投与時の胃・十二指腸潰瘍再発抑制 〇 〇 

ピロリ菌除菌 〇 〇 

 

【 効能・効果/用法・用量 】 

効能・効果 
用法・用量 

  
成人 小児 

胃潰瘍、吻合部潰瘍 1日 1回 20㎎ 1日 1回 10-20㎎ 8週間まで 

十二指腸潰瘍 1日 1回 20㎎ 1日 1回 10-20㎎ 6週間まで 

Zollinger-Ellison症候群 1日 1回 20㎎ 1日 1回 10-20㎎  

逆流性食道炎 1日 1回 20㎎ 1日 1回 10-20㎎ 8週間まで 

再発、再燃を繰り返す逆流性食道炎の維持療法 1日 1回 10-20㎎ ― ― 

低用量アスピリン、非ステロイド性抗炎症投与時の       

胃・十二指腸潰瘍再発抑制 
1日 1回 20㎎ ― ― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 作用機序 】    胃壁細胞に存在するプロトンポンプの働きを阻害することで、胃酸分泌を抑制する 

ヘリコバクター・ピロリの１次除菌 

・エソメプラゾール２０ｍｇ（1回量） 

・アモキシシリン７５０ｍｇ（1回量） 

・クラリスロマイシン２００ｍｇ（1回量）  の 3剤を同時に 1日 2回  7日間経口投与。 

＊クラリスロマイシンは 1回 400㎎ 1日 2回を上限とする。 

ヘリコバクター・ピロリの２次除菌 

・エソメプラゾール２０ｍｇ（1回量） 

・アモキシシリン７５０ｍｇ（1回量） 

・フラジール２５０ｍｇ（1回量）  の 3剤を同時に 1日 2回  7日間経口投与。 
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関田会 ときわ病院 薬剤科 

 
２０２５年度 第 2 号 

 

今回の内容は… 

１.新規採用薬品紹介 2.３．PPI 比較と P-CAB 

４.実習生感想 

1. 新規採用薬品紹介 
 

 

✏今回は薬学実習生さんに作成を手伝ってもらいました 

 



 

 

. 

【 作用機序 】 

PPI（成分：オメプラゾール・ランソプラゾール・ラベプラゾール・エソメプラゾール） 

プロトンポンプに結合することで不可逆的に阻害し、胃酸分泌を抑制 

P-CAB（成分：ボノプラザン） 

プロトンポンプでカリウムイオンと競合し、プロトンポンプとカリウムイオンの結合を可逆的に阻害することで 

胃酸分泌を抑制 

 

【 特 徴 】  
酸による活性化 酸性下での安定性 代謝 効果発現 持続性 

PPI 必要 不安定 CYP2C19 遅い 低い 

P-CAB 不要 安定 CYP3A4 早い 高い 

 

 

 

【 代 謝 】 

日本人にはCYP２C１９の遺伝子多型が多いため、PPIでは個人差が生じやすい 

日本人ではCYP３A4の遺伝子多型が多くないため、P-CABでは個人差が生じにくい 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. PPIと P-CABの比較 
 

CYP２C19の活性が低下している人では・・・ 

PPIの代謝が遅れ、血中濃度が上がる → 胃酸分泌抑制効果が高く、相互作用を起こしやすくなる 

 

 



 

 

 

 

分類 PPI  P-CAB 

商品名 

オメプラゾン 

オメプラール 

タケプロン パリエット ネキシウム タケキャブ 

成分名 オメプラゾール ランソプラゾール ラベプラゾール エソメプラゾール ボノプラザン 

採用 ○(20mg注) ○(15mg) × ○(10・20mg) ○(20mg) 

1

日

量 

内

服 

胃潰瘍(8週まで) 1日 1回 20mg 1日 1回 30mg 1日 1回 10mg 1日 1回 20mg 1日 1回 20mg 

十二指腸潰瘍(6週まで) 1日 1回 20mg 1日 1回 30mg 1日 1回 10mg 1日 1回 20mg 1日 1回 20mg 

吻合部潰瘍(8週まで) 1日 1回 20mg 1日 1回 30mg 1日 1回 10mg 1日 1回 20mg ― 

Zollinger-Ellison症候群 1日 1回 20mg 1日 1回 30mg 1日 1回 10mg 1日 1回 20mg ― 

逆流性食道炎(8週まで) 1日 1回 20mg 1日 1回 30mg 

1日 1回 10mg 

効果不十分の場合：＋8週間 

1日 2回 1回１０－２０ｍｇ 

1日 1回 20mg 

1日 1回 20mg 

(4週まで) 

再発、再燃を繰り返す逆流性食道炎 １日１回 10-20ｍｇ １日１回１５-３0ｍｇ 

1日 1回１０ｍｇ 

効果不十分の場合： 

1日 2回、1回１０ｍｇ 

１日１回１０-２ｍｇ １日１回 10-20ｍｇ 

非びらん性胃食道逆流症(4週まで) 1日 1回 10mg 1日 1回 15mg 1日 1回 10mg 1日 1回 10mg ― 

ピロリ菌除菌(7日間) 1日 2回 20mg 1日 2回 30mg 1日 2回 10mg 1日 2回 20mg 1日 2回 20mg 

低用量アスピリン、NSAIDs 

投与時の胃・十二指腸潰瘍再発抑制 

― 1日 1回 15mg 1日 1回５ｍｇ 1日 1回 20mg 1日 1回 10mg 

出血を伴う胃潰瘍 

20mg×2回 

(点滴静注) 

30mg×2回 

(点滴静注) 

― ― ― 

注

射 

出血を伴う胃・十二指腸潰瘍 

20mg×2回 

(点滴静注) 

30mg×2回 

(点滴静注) ― ― ― 

出血を伴う急性ストレス潰瘍 

出血を伴う急性粘膜病変 

Zollinger-Ellison症候群 ― 

＊注射は経口投与不可能な場合のみ適応 

 

 

 

 

   11週間とても充実した実習期間になりました。 

   病院薬剤師の業務内容、役割や調剤薬局との違いなど薬剤部についてのさまざまなことを学べた 

   だけでなく、薬剤師と多職種との関わりや、処置や食事など多職種に関することも含め、病院で 

   しかできない体験をたくさんでき、多くの学びが得られました。 

   実習で教えていただいたこと、習得したことを今後の糧にして頑張りたいと思います！  （実習生Nさん） 

 

  ご意見・ご要望・ご質問等ありましたら、お気軽に薬局 PHS（631/632）までお電話ください＊ 

４. 第Ⅱ期実習生から実習の感想 
11週間お疲れさまでした♬ 

今後の活躍を期待しています！ 

3. PPI製剤の比較と P-CAB製剤 
 

採 用 薬 


